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1L調査結果
　1975年から1977年掛かけて得られた穂生調査資料はテーブル作業をくり返し，局地的な群落単

位がきめられた。さらにすでに発表されている隣接地の植生調査の結果と比較検討を行ない群集

単位が決定された。

　敦賀地区におけるヤブソバキクラス域の残存自然植生はきわめて少ないため，敦賀地区の潜在

自然植生の半1定と発電所の環境保全林創造に対しては，敦賀地区の限られた地域での植生調査だ

けでは不十分であった。したがって，若狭湾地域から山陰地域にわたって広く自然度の高いヤブ

ツバキクラス林の植生調査が行なわれた。

　敦賀地区およびその周辺部における今回の調査では，3群集1！群落が記録された。

　さらに，縮尺1：7500と縮尺！：25000の現存植生図と縮尺1：7500の潜在自然植生図が描かれ

た。植生単位の記述は，ヤブツバキクラス域（常緑広葉樹林帯）とブナクラス域（夏緑広葉樹林帯）

に分け，それぞれの地域で高木林から草原まで，自然植生，代償植生の区別なく配列されている。

A．ヤブッバキクラス域

　　Came蓋｝ietea　japonicae鵯Gebiet

　敦賀地区は海抜450m付近を上隈にヤブツバキクラス域Camellieteajaponicae－Geb重et

が広がっている。ヤブッバキクラス域の自然植生は，極端な乾生，湿生立地を除くと，スダジイ，

タブノキ，ウラジロガシ，アラカシ，サカキ，ピサカキ，ヤブツバキなど常緑広葉樹を中心とし

た構成種による常緑広葉樹林である。ヤブツバキクラス域は長い問の日本人の大部分の生活域で

あり，今日なお主要な1ヨ本人の定住域である。したがって，他のヤブッバキクラス域と同様に敦

賀地区においても，残存自然植生は少なく，人間の干渉と立地条件の差異に応じて持続する様々

な代償植生が，細くモザイク状に配分されている。

　D　イノデータブ群集

　　　Po至ysticko・Machi｝etum　thunbergi玉

　沖積地や斜面下部などの土壌の深い，排水良好でしかも土壌水分供給にめぐまれているところ

では高木層にタブノキが優占している。タブノキが高木層に年閲を通して濃緑色の柔かな常緑葉

を密につけ，林内をおおうため，林床は一般に暗い。ヤブッバキ，シロダモ，アオキなどの耐蔭

性の常緑低木が門内の低木層に生育している。高木層にはタブノキに混生して，ケヤキ，エノキ

などやや湿潤地に特徴的に生育する夏緑高木が混生する。草本層にはイノデ，ミゾシダ，クマワ

ラビなどシダ植物が特徴的にみられる。このような植分は，ケヤキ，エノキ，クマワラビ，イノ

デ，ミゾシダを標徴種および区分種としてイノデータブ群集にまとめられる。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21

　敦賀地区において，イノデータブ群集は，立石の集落常側の北向斜面中部以下で水分条件にめ

ぐまれた立地に残存植分がみられ，潜在的にイノデータブ群集を許容できる立地は比較的広いと

判定される。

　周辺地域の植生調査資料から，イノデータブ群集は，ムクノキ，カラタチバナを区分種とする

ムクノキ亜群集と特別な区分種をもたない典型亜群集とに下位区分される。

　ムクノキ亜群集は，ムクノキ，ケヤキ，エノキなどの湿生地を好む落葉広葉樹が高木層に多く

混生し，時に過湿になる沖積地に生育する。典型亜群集は，基本的な群集構成種の他に特別な区

分種がなく，その立地は，湿りすぎないで比較的安定している。高木層のタブノキが優占する植

分である。

　イノデータブ群集は日本海側では秋田県南部，太平洋岸では岩手県南部まで北上している。

／汐’A

緯

論
。憂〉

　　（丸ノ

、

34喜678

ノ

◎
ρ◎

　　　　　　212
　　　　1011
9　2

ね、

　　　　　915
　　214213

　12

　　　　　　　Fig・6　イノデータブ群集断面模式
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　2）ヤブコウジースダジイ群集

　　　Ard呈s呈。・Casta薮opsie右mn　sieboldii

　高木第1層に高さ！5～20mのスダジイが優占し，高木第2層，低木層にモッコク，ピサカキ，

ヤブツバキ，ヤブニッケイ，ヒメユズリハ，モチノキ，カクレミノ，シロダモなど常緑広葉樹が

生育する。草本層はイノデータブ群集と比較して植被率が低く，ベニシダ，ジャノヒゲ，シュン

ラン，ヤブコウジ，ジュズネノキなどがみられる。このような植分はモッコク，ヒメユズリハ，

ツワブキ，トベラ，マサキを若狭，山陰地区に限った地域的群集標微種および区分種として，ヤ

ブコウジースダジイ群集にまとめられる。

　ヤブコウジースダジイ群集は敦賀地区において，立石の集落裏手の北向斜面中部以上の中生～

乾生立地に残存植分がみられる。敦賀地区の沿海部，低海抜地の斜面を広く占める潜在自然植生

である。現在，ヤブコウジースダジイ群集はサイゴクミツバツツジーコナラ群落，サイゴクミツ

バツツジーアカマツ群落の一部などさまざまな代償植生にかえられている。敦賀地区において，
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　　　　Fig．7　ヤブコウジースダジイ群集断面様式
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イノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集などの生育するシイータブ林域は海抜100～150m

付近を上限としている。

　ヤブコウジースダジイ群集は，イノデータブ群集とともに，スダジイ，カクレミノ，ジュズネ

ノキなどを群団標徴種および区分種としてヤブコウジースダジィ群団Ardisio－CastanOp

sion　sieboldiiにまとめられる。

　ヤブコウジースダジイ群集は九州以東に分布する常緑広葉樹林一ヤブコウジースダジィ群団一

の北限付近に位置する群落単位である。したがって群鳥主部の構成種からなり種の貧化による標

言種の欠けた群落である（鈴木時夫！952，宮脇他！974）。

　ヤブコゥジースダジィ群集は，日本海側では新潟県柏崎市，佐渡ケ島まで，太平洋側では福島

県下まで分布している。

　3）　サカキースダジイ群落

　　　αθ〃θrαノαpoπεcα・0α8fαπOP8ε8　c郡8pjぬ¢αvar・8εθboZ同一GeseHschafも

　高木層にスダジイが優占し，ウラジロガシ，サカキ，モチノキ，ツクバネガシ，ヤマモモ，ソ

ヨゴが高常在度で生育するスダジイ林である。低木層にサカキ，アセビ，ピサカキ，ヤブッバ

キ，タブノキ・，シャシャンボ，ヤブニッケイなど，草本層にベニシダ，ジャノヒゲ，ヒトツバ，

イタビカズラなど常緑植物が高常三度で生育している。

　このスダジイ林は，サカキ，アセビ，ウラジロガシ，シャシャンボ，ツクバネガシで区分され

るサカキースダジイ群落としてまとめられる（宮脇・奥田1975）。

　サカキースダジイ群落の構成種は，スダジイ，ヤブツバキ，ピサカキ，タブノキ，モチノキ，

ジャノヒゲなどヤブコウジースダジイ群集と共通する常緑植物が高常二度で生育しており，植物

社会学的な位遣づけからは，ヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集としての区分が可能であ

る。しかし，サカキースダジイ群落は，サカキ，アセビ，ウラジロガシ，ツクバネガシなどのカ

シ林（サカキーウラジロガシ群団）要素の種群を多く含んでいる。このことは，ヤブコウジース

ダジイ群集とカシ林とが，気候条件を除けば，きわめて共通した土壌条件をもつことから説明で

きる。すなわち，比較的乾燥しやすい斜面や尾根などの乾牲貧養立地という点で互いに共通して

おり，若狭湾のように，急勾配の山地や，花崩岩などの乾性貧養地の多い地域で，しかも常緑広

葉樹林帯から夏緑広葉樹林帯への高度差の少ないところでは，ヤブコウジースダジイ群集とカシ

林の各群落が，接近して分布することが可能である。したがって，このサカキースダジイ群落は，

カシ林要素を多く含むスダジイ林の一形として扱われている。

4）　ウラジ日ガシ群落

　　Q㏄θrc麗88αZεσεπα・Gese玉lschaft

高木第1層にウラジロガシ，アラカシ，アカガシが優占し，高木第2層および低木層にピサカ
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　　　　　　　　　Fig．8　サカキースダジイ群落断面模式
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キ，ヤブツバキ，シロダモ，サカキなどの常緑広葉樹が高常三度で生育する。草：本層には，テイ

カカズラ，ヤブコウジ，シュンラン，ヤマイタチシダなどの草本植物が見られる。これらの植分

は，アセビ，リョウブ，ソヨゴを群落区分種として，ウラジロガシ群落にまとめられる。

　敦賀地区においてウラジロガシ群落の残存植分はみられなかったが周辺域の調査結果から敦賀

地区の海抜200～250m以上のヤブッバキクラス域の潜在自然植生としてウラジロガシ群落が広く

分布する。

　敦賀地区：のウラジロガシ群落は，林分によってヒメアオキ，オオバクロモジなどヒメアオキー

ウラジロガシ群集の標徴種または区分種の生育もあり，今後さらに資料の収集をまって群集単位

が決定される。

　ウラジロガシ群落はシシガシラ，ウラジロガシ，ツルアリドウシ，トウゲシバ，イヌガヤ，イ
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　　　　　Fig。9　ウラジロガシ群落

Vegeta亡三〇nsprofil　der（♪鰐κ‘4∫5σあ。げノzα．Gesellschaft

1：ウラジロガシ　Qz’8π～435諺∫ご”～召

2：ア　 セ　 ビjPllθ痒5ブψo漉6α

3：リョウブα8疏’・α∂α治加εノ・uお

4＝ヤブツバキCαノπ6ZZ∫αノの＞o叛。α

5；シシガシラ翫耀∫加砂如露π砂。加6α

6：ソ　　ヨ　　ゴ　1あ£ρ6必〃zc雇05α

7：アカガシQμ礎。μ5α6観α

8：ヒ　サ　カ　キ

9：シ　ロ　タ　モ

10；イ　　ヌ　　ガ　　ヤ

11：ヤブニッケイ

王2：ムラサキシキブ

13；ツルアリドウシ

14：サ　　カ　　キ

Ez〃＝yαノ妙01～記α

魏0々彦∫8α581・∫Cβα

C（4）ゐαZo孟α露∬∫んαノーノゴ刀9≠oノ彦ζz

απηα〃’oノηκ〃り砂。／z∫α〃π

Cα疏紹ψαノ妙。ノ～～ごα

Mπc1ユθ〃α7〃z（♂～‘zαごα

αの，6πり砂。／z記α

ヌッゲを群団標徴種および区分種としてサカキーウラジロガシ群団Sakakieto－Cyclobala・

nopsionにまとめられる。さらに，ピサカキ，ヤブツバキ，ヤブコウジ，テイカカズラ，ベニ

シダ，シロダモ，キヅタ，アラカシ，ジャノヒゲなどを標徴種および区分種としてヤブッバキオ

＿ダ＿Camellietalia　japonicae，ヤブツバキクラスCamellietea　laPonicae

に上級単位がまとめられる。

　5）　ハンノキ群落

　　　．4‘πω8ゴαpoπεcα一Gesellschaft

　浦底の水田放棄地には，群落高2。5mのハンノキ群落がみられる。ハンノキ林は河川が形成した

沖積低地の後背湿地や山間の小谷の扇状地などの，きわめて地下水位の高い低湿地に生育する。

　ハンノキ林は低湿な平担地に生育するため，今1ヨでは，水田として利用され，敦賀地区におい

ても残存自然林分はきわめて少ない。隣接の敦賀平野の淋積地には水田の周囲などに，単木的，
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列状的にハンノキがみられる。

　今回植生調査資料が得られたハンノキ群落は，高さ2．5mの低木林で，ハンノキが70％の被度

で群生し，林床にはススキ，ヨモギ，ウツギ，シラヤマギク，キツネヤナギ，フキ，タチツボス

ミレ，ゼンマイが生育している。

　一般に耕作放棄された水田では，それまで繁茂していた水田雑草が侵入してきたチゴザサやセ

リなど多年生草本植物におされて，急速に消失する。チゴザサ，アシボソなどの耕作放棄水田雑

草群落はやがて草丈の高いヨシ群落へと遷i移してゆく。ヨシ群落も数年繁茂する問に，群落内に

芽生えてきたハンノキにその立地を奪われ，さらにハンノキ林へと遷移していく。
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Phot。3　浦底の水田放棄地には，高さ2．5mに生長したハンノキ林がみられる。
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　6）　ヨシ群落

　　　Pんrα97ηεfεsco7ηη三園πεs塵Gesel蓋schaft

　浦底の水田放棄地には群落高1．2mのヨシ群落が小面積ながら生育している。ヨシは北半球の

水湿地に広く生育し，日本では亜高山帯の湿原から海岸の入江や干潟にまで広く分布するイネ科

の植物である。

　水照耕作地において，中耕，施肥，除草など集約的な管理を停止して，4～5年を経過すると

順次ヨシが侵入し，ヨシ群落を形成する。今回植生調査資料が得られたヨシ群落は高さ1．2mで
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Nr．　d．　Aufnahme：

Dat。　d．　Aufnahrne（1976）

Meeresh6he　（m）：

Exposit玉on：

Ne皇gung　（。）：

Gr6Be　d．　Probef1設che（㎡）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）二

Deckung　d，　Strauchschicht（％）

H6he　d．　Krautschicht（恥）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzahl＝

　Tab．5　　ノ、ンノキ君羊落

A♂ηz4∫ブ砂。π∫cα一Gesellschaft

　　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　　調　査　月　日

野　抜　高　度

方　　　　　．位

傾　　　　　斜

調　査　面　積

低木層の高さ

　　〃　植被率

草本層の高さ
　　〃　植被率

出　現　種　数

　1

　5

14

100

　L

48

2．5

70

0．8

40

　9

Trennart　d．　Gesellschaft：

　AZπ～‘5ブζψαユ∫ごα

Begieiter：

　＆zZ揺η～4砂～πα

　八4f∫ご4η彦1Lμ55∫〃8／z∫ガ∫

　みプ’8ノπf5’αρ7カ～確ρ∫

　Dα狙目ゴαθ・（3ηα♂ζz

　／15∫θノ・50αゐθr

　飽α5”θ5ノψ・7z～cz‘5

　y～0如9ノニ｝夢0αヲノπ5

　05〃Z4πぬノ妙。ア～～ごα

　調査場所Fundort　Aufn．　Nr．1：Urasoko浦底

群落区分種

　ハンノキ

随伴種

　キツネヤナギ

　ススキ

　ヨモギ

　ウツギ

　シラヤマギク

　フキ

　タチツボスミレ

　ゼンマイ

S4・4

S　1・l

Iく3・3

K2。3

K1・2
K十・2

K十・2

K　÷

K　十

Nr．　d．　Aufnah狙e＝

Dat．　d．　Aufnahme（1976）

　　　　Tab．6ヨシ群落
PILrα9〃漉θ∫ω〃〃ノzμノ～ガ∫一Gesellscha｛t

　　　　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　　　　調　査　月　日

Meeresh6he（m）；

Exposition：

Neigung　（。）：

Gr6βe　d．　Probeflache（　2m）＝

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

ArtenzahL

Trennart　d．　Gesellschaft：

　鐡7π9〃∫～セ560ノπ〃’Z‘7Zガ∫

Begleiter；

　Aプ’8〃涯∫fα♪プ∫πc切）∫

　▽露f5　COご9／Z6がα8

　調査場所Fundort　Aufn．　NL　l：Urasoko浦底

海　抜　高　度

方　　　　　位

傾　　　　　斜

調　査　面　積

草本層の高さ

　　〃　植被率

蕉1　現　　種　　数

　　1

　　5

　14

　40

　L
2．25

1．2

　98

　　3

群落区分種

　ヨシ

随伴種

　ヨモギ

　ヤマブドウ

5・5

→一。2

　十
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ヨシが98％と優窪し，その他にヨモギ，ヤマブドウが生育して，出現種数は3こ入あった。

　ヨシ群落は水圧1放棄地でも停滞水がある立地に生育し，水位がOm以．下になるとハンノキ群落

の成立することが多い。

　ヨシ群落は，調査地内に水田放棄地として，浦底を始め発電所に隣接した地域にも小面積であ

るが現存植生として生育している。

　7）　サイゴクミツバツツジーアカマツ群落およびスズメノヤリーアカマツ群落

　　　備odo♂ε屈roππi‘dεPθs－Pε概8　dθπ3εf’orα一GesellschafもunδL鵬副αcαPεfα∫α・Pε駕s

　　　dεπsεfZorα一Gesellscha窒t

　敦賀地区の花山轡地帯にはアカマツ林が多くみられる。高木願にアカマツが40％前後の被度で

優占し，低木層にキンキマメザクラ，コナラ，クリ，リョウブ，ミヤマガマズミ，ヤマツツジ，

ツクバネウツギなど夏緑広葉樹，ピサカキ，ヤブソバキ，イヌツゲ，スダジイ，ソヨゴ，アセビ

など常緑広葉樹，ネズミサシなどが比較的高常在度で生育する。したがって，アカマツが40％前

後の嘉言率で最上層の林冠を形成し，高木第2屑あるいは低木層が50％をこえる高い植被率をな

す階層を形成する。出現種数は23～47種，平均｝二tl客種数27種を数える。

　このアカマツ林は，ツクバネウツギ，キソキマメザクラ，ピサカキ，サイゴクミツバツツジ，

マルバアオダモ，リョウブ，ヤマツツジを群落区分種として，サイゴクミッバッッジーアカマッ

群落にまとめられる。

　敦賀地区のアカマツ林は，一部が自然植生であり，植林されたアカマツ林も一部でみられる。

二次林として自生するアカマツ林は伐採などの人為的干渉が行なわれて，有機質に寓む表層の土

壌が降雨時などに流崩し，一時的に貧養化した立地に成立する。そのため，自然植生として尾根

筋の母岩が露出している向素地を中心に生育域をもつアカマツ林と二次林として生育するアカマ

ツ林とは，種組成的にも，群落構造上からも，類似しており，同一の群落単位にまとめられてい

る。また，一部に見られるアカマツ植林も現存植生図上では，サイゴクミツバツツジーアカマツ

群落として示されている。

　サイゴクミツバッッジーアカマツ群落は，さらに，トベラ，タンゴイワガサを区分種とするタ

ンゴイワガサ下位群落，ミヤマガマズミ，クリ，マルバマソサク，イヌツゲを区分種とするイヌ

ツゲ下位群落と，特別な下位区分種をもたない典型下位群落に区分される。

　タンゴイワガサ下位群落は，浦底の海襟に面した凸状地斜面に生育する自然植生である。典型

下位群落は立石，浦底の山頂部，尾根筋に生育する自然植生あるいは自然植生に準じる自然度の

高い植生である。イヌツゲ下位群落は，サイゴクミッバッッジーコナラ群落が二次林として生育

する立地より乾生で素養地に生育すろ二次林である。サイゴクミツバツソジーアカマツ群落のイ

ヌツゲ下位群落は平均出現種壷35．6種を．数え，典型下位群落の24．8種，タンゴイワガサ下位群落

の25。5種より多い。イヌツゲ下位群落は，さらに，アオハダ，ヒメヤシャブシ，シロサワフタギ，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29

ツルアリドウシ，ササユリ，ナンキンナナカマド，ホツツジが生育する林分とそれらの種群が生

育していない林分とに区分される。アオハダ以下の種群が生育する林分は，土壌の推積があり，

10m以上の高木林に生長した林分である。

　サイゴクミツバツツジーアカマツ群落は，花崩岩の露娼した白茶けた地肌をあらわしている斜

面に多く生育している。尾根部付近は樹高5～7mと低木林で盆栽的にわい饗したアカマツが多

くみられる。このような立地では一度破壊されると裸地化が進み復元するまでに相当な年月を必

要とする。したがって，母岩が露出したような立地では，ネズミサシ，アセビ，サイゴクミツバ

ツツジなどツツジ類，ネジキなどによって構成されるアカマツ林が生育している。この様な立地

は人為的干渉に敏感な弱い自然である。土地利用のための造成の際は，とくに慎重に行なわれな

ければならない。

　敦賀半島の基部には気比の松原と呼ばれる海岸砂丘上に，アカマツ林が帯状に生育している。

三編砂丘上の草本植物群落やハマゴウ群落などの低木林に接した内llノ調にクロマツーアカマツ林

が発達する。気比の松原もこのクロマツーアカマツ林を中心に補樋等をくり返すことによって持

続してきたものと判定される。このアカマツ林は，スズメノヤリ，ヤマコウバシ，ウスノキの生

育によって区分されるスズメノヤリーアカマツ群落にまとめられる。群落の平均出現整数は18．5

種と少ない。また，自然度の高いクロマツ林はハイネズークロマツ群落にまとめられる。

Phot，4　尾根筋の乾生貧的立地に生育するサイゴクミツバッッジーアカマツ群落。
　　　R1ω4048〃4’ηノz／z～’44）ε∫一P～ノz～’546〃∫｛π01η．Gesellschaft　auf　trockenen

　　　Berg・RUcken．
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　8）　サイゴクミツバツツジーコナラ群落

　　　1己んodlodlθπdlroπ　ηαdlεpθs－Qπerc拠8　8θrrα∫α一Gesel藍schafも

　敦賀地区の海抜450m付近以下に生育する夏緑広葉樹の高木林，亜高木林は，その大部分がコ

ナラの優占する二次林であり，コナラ，サイゴクミツバツツジ，ツクバネウツギ，ウラジロノキ，

キンキマメザクラ，ナガバモミジイチゴを群落区分種とするサイゴクミツバツッジーコナラ群落

にまとめられる。

　サイゴクミツバッッジーコナラ群落は，樹高10～！6mの高木林を一丁目形成している。林分に

よっては3～6mの低木林，亜高木林も含まれる。林野を形成する高木層から低木層まで，コナ

ラ，サイゴクミツバツツジ，ツクバネウツギ，ウラジロノキ，リョウブ，マルバアオダモ，ヤマ

ボウシ，マルバマンサク，ミヤマガマズミ，シロサワフタギ，アクシバ，タムシバなどの夏緑広

葉樹で占められている。

　サイゴクミッバッッジーコナラ群落は，これら夏緑広葉樹の他に，潜在自然植生であるヤブッ

バキクラスの構成種のピサカキ，サカキ，アカガシ，シロダモ，ヤブコウジなども混生する。出

現種数は32～51種，平均出現種数は39．8種を数える。

　サイゴクミツバツツジーコナラ群落は，周辺地域のサカキースダジイ群落，ヤブコウジースダ

ジイ群集を潜在自然植生とする立地に生育する二次林，代償植生である。森林を伐採した後！0～

15年以上放置したり，ネザサーススキ群集を6～7年放置することによって，サイゴクミツバツ

ツジーコナラ群落にまとめられる夏緑広葉樹林の成立をみる。また，サイゴクミツバソツジーコ

ナラ群落は，下草を刈ったり，間伐を行なうなど人為的干渉を加えることによって長い間持続す

る。

　今回，8地点で植生調査資料が得られたサイゴクミツバッッジーコナラ群落は，さらにヤブツ

バキ，ムラサキシキブ，ヒメカンスゲ，シキミ，ヤブニッケイとナツヅタを区分種とするヒメカ

ンスゲ下位：群落とマルバマソサク，ミヤマガマズミ，シロサワフタギ，アクシバ，ソヨゴ，ホッ

ツジ，トキワイカリソウ，コウヤボウキ，クマヤナギ，ツルアリドウシ，ミズナラ，オオ’アプラ

ススキ，ウラジロガシ，ヒメヤシャブシを区分種とするマルバマンサク下位群落に区分される。

ヒメカンスゲ下位群落は，調査地点が海抜60～110mと低海抜地にあり，ヤブッバキ，ヤブニッ

ケイ，モチノキ，テイカカズラ，ヒメユズリハなどの常緑広葉樹を多く混生する。マルバマソサ

ク下位群落は，とくに海抜250mをこえる，潜在自然植生がカシ林域に生育し，マルバマンサク，

タムシバ，チゴユリ，ミズナラ，コハウチワカエデなどブナクラスの種が多く混生する。温暖な

対島暖流の影響と冬季の降雪量が多い気候条件を反映して敦賀地区では，本来海抜450m付近を

下限とした広がりをみせるミズナラ，ミヤマガマズミ，タムシバ，チゴユリなどブナクラスの種

が，森林の伐採などによる人為的な影響を受けて，海岸に近い海抜50m以下の地点まで降下して

みられる。調査番号4，5の植分は群落高3～5mと低く，出現種数もやや少なくサイゴクミツ

バッツジーコナラ群落の若令相，先駆相と判定される林分である。
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　　　Fig．10サイゴクミツバツツジーコナラ群落断面模式
Vegetati◎nsprofil　der　Iヒん0404θ〃6♂ノて）〃ノz～で4ψβ5．（9z’8κ’‘∫∫6〃π∫α．GeseUschaft

！　ア　　　セ　　　ビ

2　コ　　ナ　　　ラ

3　リ　ョ　ウ　ブ

4；ツクバネウツギ

5＝ヤマツツジ
6：ナガバモミジイチゴ

7：ピ　サ　カ　キ

8：エ　ゴ　ノ　キ

9：アキノキリンソウ

Pl’oノ‘∫∫ブ妙01zκα

（；）～イ81℃～15∫εノγ‘z∫α

CZθ’1Lノ・α～フαノrゐ’π6ノ・て・’5

Aゐ8z～αゆα’1zπ～α’α

Rlzo40♂6ノ～4ノη〃たα6’ノ’〃1ゴ

　　R～冶μ5餌z〃認～’5

E～のアαノ砂。／z～ごα

3り・1π露ノ妙。π～‘α

　301～♂αgo曽ケ9ヒz・α～〃’8α

　　　　　　var．α3Zα冶κ’α

10：サ　 カ　キαのノ6雌ブ¢ρo〃～ごα

11：キソキマメザクラ　／）1W1～蒔～〃‘1躍

　　　　　　　　　　　　　　var．λゴ〃ん～6〃∫～5

12：マルバアオダモ　乃・鷹む加～齪∫1θみ0／読απα

13；ヤブツバキCα’〃6〃αノ曜）o〃なα

！4：ウラジロノキ30ノゐz‘∫ノ砂。ノ～～ごα

15：ヒメカンスゲCα2’猷τ‘o〃～6α

16：サイゴクミツバツツジ

　　　　　　　　　R1ωごZo4ピノκ〃。πノ～z！‘1ψ85

　9）　ヤシャブシ群落

　　　ムZππ8fεr〃己α鱒Gesellscha麦t

　浦底のアカマツ林に接した崩壊｛生の強い立地には，ヤシャブシ，ハコネウツギ，タンゴィワガ

サ，タニウツギを区分種とするヤシャブシ群落が生育する。

　今回髄生調査で得られたヤシャブシ群落は，高さ約3mの低木林で，崩壊性の強い立地にスス

キ，ノアザミなど草本植物とともにヤシャブシ，ハコネウツギなどが先駆的に侵入し生育したも

のである。したがって，高さ3mに達するヤシャブシ，ハコネウツギ，タニウツギなどが65％の

被度で林冠を被うにもかかわらず，草本層には表層土砂の移動があり，隠約率5％にすぎずスス

キなどが散在して生育するにとどまる。
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　　Fig．！1　ヤシャブシ群落断面模式

Vegetationsprofil　der丑♂ア～～‘り9ηノ～α．Gesellschaft

！；キツネヤナギ　3α画師τZ吻加α

2＝ケチヂミザサQμ諭〃6〃κ5z‘η♂配α妙滅π∫

3：ス　ス　キA盃∫‘α痂11π35加8’～∫’∫

4：ヤシャブシ溺ノ躍∫丑〃〃α

5：タンゴイワガサ　昂〉’7π8α配μ〃雇var．　o玩z∬α如

61サイゴクミツバツツジ

　　　　　　　　　R13040漉ηζ♂ノ’0ηノ～～’4ψ8∫

　。　4
　104

7　アキノキリンソウ　50翫♂αgo蛎ノg仏α2びθα

　　　　　　　　　　　　　　　var．α5～α∫～‘α

8：ハコネウツギW忽9♂αcoノ司α8θノ～5～∫

9：タニウツギτy8’98Z【τゐor彦βノ～戯5

！0：ゼンマイ0∫〃～z〃zぬノ‘ψoノ～～ごα

10）　コウボウシバ群落

　　　0αrθκP㏄〃Zε∫α一GeseUschaft

　西浦の海岸砂丘は，その大部分が無植生域で占められているが，コウボウシバを中心にハマニ

ンニク，ハマヒルガオなどの海岸砂丘植生の構成種が部分的に生育している。

　今回植生調査資料が得られたコウボウシバ群落は群落の高さ0．2～0．5mで55～85％の植被率を

示している。コウボウシバが優占しハマニンニク，ハマヒルガオ，チガヤ，ツルナをともなって

いる。

　コウボウシバは海岸砂丘でもやや凹状地で海からの塩分に富んだ水分が集積しやすい立地を中

心に生育域をもっている。後背湿地のように広い面積に及ぶ海岸砂丘の凹状地は富栄養化しハマ

ハコベーハマニンニククラス（Honckenyo－Elymetea　T琶xen1966）にまとめられる多

年生海岸有機i物上植生Ausdauernde　Spulsaum－Gesellschaftの生育地であり，今回調査資料が

得られたコウボウシバ群落の構成種ハマニンニク，コウボウシバもハマハコベーハマニンニクク
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Nr．　d。　Aufnahme：

Dat．　d．　Aufnahme（！976）：

Meeresh6he（m）：

Exposition：

Neigung　（。）＝

Gr6Be　d．　Probeflache（㎡）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）＝

Deckung　d，　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzah1：

Tab．9　ヤシャブシ群落
ノ1」7zπ5〆》ラフ♪zα，Gesellschaft

　　　　　　調査番号
　　　　　　調査月　日

海抜高度
方　　　　位

傾　　　　斜

調査而積
低木層の高さ

　〃　植被率

草本層の高さ

　〃　植被率
出　現　種　数

　　　　乙

　　　ll

　　　欝

　　　21

　　　。鷺

1　、1

Tτennarten　d．　Gesellscha｛t：

　AZπz‘5ノを’ノーη～α

　W6∫9召Zα60ノーα681～∫～∫

　彫力ηθαδZ～〃癬var．・～吻∫αオα

　Wθ’8冨α1LOプ砂z∫～∫

Begleiter：

　3αz謡初‘砂’ノzα

R130404召η6ア・0πノZπ4ψ8∫

Pゼη～‘5オんτ切68／9揮

Mご5‘απ’11τイ∫5’π8π∫∫∫

0∫ηz～〃～伽ゴ妙。π～oα

cや傭〃沼πz∠5朋4～∠zα雄b疏‘∫

30駕αgo励即一伽でαvar．α癩彦～cα

Zα漉1LO礎yZ！〃πα記α漉1LO∫485

αノ3々〃πブψo／zfα〃ノz

調査場所Fundort；Nr。1：Urasoko浦底

群落区分種

　　　　　　ヤシャブシ

　バコネウツギ

　タンゴイワガサ

　タニウツギ

随伴種

　キツネヤナギ

サイゴクミツバツツジ

クロマツ

ススキ

ゼンマイ

ケチヂミザサ

アキノキジンソウ

カラスザソショウ

ノアザミ

S4。4

S2・2

S　十

K　十

S1。1

K十・2

S十・2

S　十

K十・2

K　十

K　十

K　十

K　十

K　十

ラスの種である。

　ハマハコベーハマニンニククラスはブナクラス域，コケモモートウヒクラス域の海岸砂丘を中

心に生育域をもち，敦賀地区のようなヤブツパキクラス域の海岸砂丘にはコウボウシバ群落にま

とめられる植分として散生することが多い。

　海岸砂丘植生の汀線から内陸にかけての配分は，汀線に沿って一年生の好窒素性植物のオカヒ

ジキクラスにまとめられるハマヒルガオーオカヒジキ群集などが生育し，次に広い面積を占めて

海岸砂丘草本植物群落のハマボウフウクラスにまとめられるウンランーケカモノハシ群集，ハマ

ニソニクーオニシバ群集などが生育する。さらに内陸部でクロマツ林などの生育地の前線にはハ

マゴウクラスにまとめられる砂丘低木群落であるウンランーハマゴウ群集，ハマゴウーハイネズ

群集などが潜在自然植生としての生育域をもっている。原（始）植生あるいは潜在自然植生とし
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て分布域をもつこれらの植生も，他の地域と同様に今日では敦賀地区の海岸砂丘においても残存

自然植生はほとんど消滅している。

　　　　　　　　　　　　　　　Tab．10　コウボウシバ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　Cαπ～：τ／）z’ノ〃～♂α一Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme　l　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

Dat．　d．　Aufnahme（1976）：　　　　　　　　　　　調　蒲…　月　日

Meeresh6he（m）：　　　　　　　　　　　　　　　海　抜　高　度

Exposition：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方　　　　　　　位

Neigung（。）：　　 傾斜Gr6億e　d．　Probeflache（　2m）：　　　　　　　　　　　調　査　面　積

H6he　d．　Krautschicht（m）二　　　　　　　草本層の高さ

Deckung　d．　Krautschicht（弩）：　　　　　　　　　　　〃　　植込率

Artenzahi：　　　　　　　　11：1二種数
Trennar亡d，　Gesellschaft：　　　　　　　　　群落区分種

　Cα1rβ滋ノ摺〃～’1α　　　　　　　　　　　　　　　　コウボウシバ

Begieiter＝　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　Eらη〃π∫〃’0”～5　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、ーマニンク

　Cα4y謡89～α∫oZ‘♂απo〃α　　　　　　　　　　　　ハマヒルガオ

　1〃4）8ズα如幽々ノ～‘Z’鞠ICα　　　　　　　　　　　チガヤ

　7セオ1τzgOπ如‘6彦’π90ノ～0146∫　　　　　　　　　　ツルナ

　調査場所Fun（lort　Aufn．　Nr．1－3：Nishiura酒浦

　1　　　2　　　3

　5　　　5　　　5

15　　15　　15

0．1　　0、！5　　0．2

L　　　L　　　L

　6　　　1　　　1

0。2　　0．4　　0．5

70　　55　　85

　1　　3　　　5

4。4　　3●3　　3●4

1・2　2・3

十　　　十

・　　1・2

・　　　十

11）　ウラジロ群落

　　　6IJeεcゐθπfαノαpoπεcα一Gesellsckaft

　敦賀地区の山地・丘陵部の南向き斜面を中心とした乾生な寸寸地には自然植生あるいは二次植

生として生育するアカマツ林が特徴的にみられる。アカマツ林に接して夏季のみならず冬季にも

黄金色が残るコシダ，ウラジPなどのウラジロ科Gleicheniaceaeのシダ植物が繁茂する植分が

小面積ながらみられる。

　今回植生調査資料が得られたウラジロ群落は，群落の高さ0．8mでウラジロが被度・群度5・5

とほぼ単一種によるウラジロ純群落であった。下層にはウラジロの枯死体が密に残り，他の出現

種もススキ，ナルコユリ，キンキマメザクラ，ヤマツツジ，ピサカキ，リョウブの6種と少なく，

その優占度も極めて低い。

　ウラジロ群落は森林伐採後地などで有機質に富む土壌が流出した向陽貧養斜面などに生育する。

高さ0．8mのウラジロが高被度で厚く繁るため下層の受光量が極端に低下する。したがって遷移

が進まず，長い期間にわたって持続群落を形成している。

　ウラジロとほぼ同一立地に生育するコシダを混生しウラジローコシダ群落を形成したり，コシ

ダの純群落を形成するところもある。いずれもやブッバキクラス域南部に限って生育し，土壌が
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ラテライト化していたり表層土が流出した乾生立地に生育する。ウラジロが属するウラジロ属

G読漉6フ加やコシダが属するコシダ属D比r研（桝θ濡は世界の熱帯から亜熱帯を中心に広く分

布する種である。

Nr．　d．　Aufnahme；

Dat．　d．　Aufnahme（1976）；

Meeresh6he　（m）：

Exposlt三〇n　l

Neigung　（o）：

Gr6Be〔L王）robeflache（㎡）＝

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautscchicht（％）：

Artenzahl：

　Tab．1！　ウラジロ群落

α81‘加ノ～如ノ砂。〃’‘仏Gesellschaft

　　　　　　　調査　番　号

　　　　　　　調査　月　日

T∫ennart　d。　Gesellschaft：

　α8∫c1～8〃1αノ昭）o刀～ぐ召

】3egleiter＝

　ル五5ごαノ～‘1Lμ∫5～η8／z5ガ5

　Po砂g’o〃倣〃πルなα’～〃μ

　Pη〃Z～‘∫ゼ〃ごど5αvar．々∫ηた～6π∫∫5

　Rん0406♂（～ノz41て）ノz　々α8〃～漉1享

　＆の，αブ砂。／z’6α

　C♂6彦1ηuみα1「δ加θノ刀～∫

　調査場瞬Fundort　Aufn．　Nr．！；Urasoko浦眠

海抜高　度
方　　　　位

煩　　　　斜

調　査　誼i積

草本層の高さ

　〃　植被率

出　現　種数

群落区分種

　ウラジμ

随伴種

　ススキ

　ナルコユリ

　キンキマメザクラ

　ヤマツツジ

　ピサカキ

　リョウブ

　1

　5

14

55

N
40

　9

0．8

100

　7

5・5

十・2

　÷

　÷

　十

　十

　÷

12）　シバ群落

　　　Zo〃8εαノαpoπεcα一Gesellschaft

　浦底の水田に接した未舗装路脇には，小面積で帯状にシバ群落が生育する。シバ群落は高さ！0

cmで植被率95％，シバが被度・群度5・5で生育する。

　シバは本来海岸近くの土壌がきわめて浅く，潮水のしぶき，強風などのため樹木が育たないよ

うな厳しい立地条件下に自生している。森林が潜在自然植生である立地においては，頻繁な刈取

り，踏圧など植物の生育にとっては海岸と同程度のきわめて厳しい人為的干渉のもとにはじめて

持続し得る代償群落である。敦賀地区のシバ群落は，海岸に面した向陽地の水田に接した比較的

富養地であるが，適度の踏圧により持続群落を形成している。

　発電所内の一部にもシバ，ギ。ウギシバなどが種子散布等により生育しており，年に数回刈り

取るという管理を行なうことによって持続して生育している。現存植生図では，ギョウギシバの

優占する内分もシバ群落と同一の凡例で示されている。
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Nr．　d．　Aufnahme：

Dat．　d，　Aufnahme（1976）：

Meeresh6he（m）：

Exposition：

Ne玉gung　（o）：

Gr6Be　d．　Probeflache　（㎡）：

H6he　d．　Krautschlcht（m）：

Deckung　d．1く二rautschicht　（％）：

Artenzah1：

　Tab．！2　シバ群落
Zの・5ガαノ＠o〃～ごα一Gesellschaft

　　　　　　調査　番　号

　　　　　　調査　月　日

　　　　　　海抜高度
　　　　　　方　　　　隙

　　　　　　傾　　　　斜

　　　　　　調査面積
　　　　　　草本層の高さ
　　　　　　　　〃　植被率

　　　　　　出　現　種　数

　1
　5
　13

　50

WSW
　8
0．5

0，！

9・5

　！0

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　ZOツ∫‘αゴ妙・煎α

　Hy4ズOCO砂Zθ2ノ～α漉’〃～α

　ゐz腐κzααψ鉱α∫α

Klenn，　u．　Trermarten　d，　h6heren　Einheiten：

　A4ω砂1｝orα診吻ゐメZ‘墨var．ゴψ侃’cα

　五τ｛～ノ・～5♂θη如オα

　P’6r誠～‘〃昭9～‘〃ノ～μ・〃var．！α‘～”∫α’♂z〃〃

Begleiter二

　恥5εノノzαc1加ノ＠07～此α

　Aπθ〃3～5’αが加αψ5

　の1ゆρ090／zブψoノ珈45

　0∬αZ15　co〃z’α4Zαオζz

　調査場所Fundort　Aufn．　Nr．11　Urasoko浦底

群落区分種

　シバ

　ノチドメ

　スズメノヤリ

上級単位の標徴種および区分種

　ツリガネニンジン

　ニガナ

　ワラビ

随伴種

　コナスビ

　ヨモギ

　ジャノヒゲ

　カタバミ

5・5

2・2

1。2

十

十

十・2

　十

　十

　十

　B．ブナクラス域

　　　Fagetea　crenaもae－Gebiet

　敦賀地区の植生は海抜450m付近を境にして，低海抜地はヤブツバキクラス域，高海抜地はブ

ナクラス域に大別される。高木層にブナ，ミズナラなどの夏緑広葉樹を，林床にはチシマザサな

どササ類をともなったブナクラスの植生が自然植生あるいは潜在自然植生として広い面積を占め

る植生域が，ブナクラス域Fagetealapollicae－Gebietである。敦賀地区ではサザエ岱や

西方ケ岳の山頂付近に自然度の高い植生の生育をみることができる。

13）　マルバマンサクーブナ群集

　　　Hamame至0・Fagetu搬crenatae

　敦賀半島のほぼ中央部にはサザエ岳（685m），西方ケ岳（764m）が蜂を南北に連ねている。

西方ヶ岳，サザエ岳の山頂付近には，高さ！2～16mのブナ林，ブナーミズナラ林が生育してい

る。林冠を形成している高木層は70％をこえる植被率でブナ，ミズナラ，スギ，ナツツバキ，ハ
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ウチワカエデが混生し，高木第2層あるいは低木層はタムシバ，アクシバ，ムラサキマユミ，コ

ハウチワカエデ，ウスギヨウラク，クロモジ，リョウブ，ミヤマガマズミ，ヤマボウシ，サイゴ

クミツパツツジ，ナナカマド，シロサワフタギ，ホツッジ，コアジサイなど夏緑広葉樹が高常在

度で生育する。このブナ林はマルパマソサク，コアジサイ，ホッツジ，ツルアリドウシを標四種

および区分種として，マルバマンサクーブナ群集にまとめられる。マルバマンサクーブナ群集

は，出現種数37～51種，平均出現種数45．4種である。

　宮脇・奥田1975の若狭湾地区の植生調査資料などと比較すると敦賀地区で植生調査資料が収

集されたマルバマンサクーブナ群集はアカガシ，ベニドウダン，エゴノキ，ミヤマイタチシダを

＼

＼

＼

叉．

　　．．＼

　　；〆．
／

レ

ギ
y

旨

想
12．3‘ S・678

9，Qlf　511414121516

む

　　　5191718

　　　Fig．12　マルバマンサクーブナ群集断面模式

Vegetationsprofiユdes　Harnamelo－Fageturn　creHatae

1：アカガシO‘81・α45αα‘彪

2：マルバマソサク　H々η彦α〃厩おブ4ρoηf侃

　　　　　　　　　　　　　　var．0う彦κ∫α診α

3：ホ　ツ　ツ　ジ箔・ψ認α陀∫αρ侃fo配α如

4：オワノカンスゲCαノ’6の」わ廃。∫∫∫∫∫ノπα

5：ブ　　　ナル9鰐‘ノ・θπα雄

6：コハウチワカエデ君ごβプ∫細∂o♂読απz‘ノπ

7：ナツツバキ5’θzθα7擁αP∫甜40－cα〃雄μfα

8：ハイシキミ3肋π珊∫α露4＞侃此α

　　　　　　　　　Var．　fη∫θズηz磁αf。7’ゆθπ5

9：アクシバ▽々6c加認況ノ＠oノπご～〃π

10：クロモジLfπ（16プα1‘〃めθZZα孟α

！1：ス　　 ギα”‘oノノ多8ガαノ妙。ノ～ガ。α

12：ツルマリドウシ　Mπ6ゐθZZαπη4雇鷹α

13：ベニドウタン1乃君077～040π6θ1フ襯7‘∫

　　　　　　　　　　　　　　f．　7Z吻0／Z∫cZ65

！4；タムシバM々gπoZfα∫αZfoヴbZfα

！5；アセビP∫θ厚∫ブ妙02zfcα

16：ミズナラQμθκ～‘∫7πoηgo♂ガ。α

　　　　　　　　　　　　var，9γ0∬8587ぞプα∫α

17：チシマザサ3α瓢5αclzα伽8π5f∫

18：エ　ゴ　ノ　キ　3砂プα」じノと4）oπfα∬

19：ウリハダカエデ　・408プ耀βπθ耀β
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区分種として，ベニドウダン亜群集に相当する林分と判定される。ベニドウダソ亜群集は海抜

530～640mとブナクラス域の下限付近であり，アカガシ，ピサカキ，ヤブコウジなどヤブッバキ

クラスの種が混生するのが特徴である。

　ベニドウダン亜群集は，さらに，ウリハダカエデ，マルバアオダモ，ヤマソッジを区分種とす

るウリハダカエデ変群集とミズナラ，スギ，ナツツバキ，コナラ，アオダモ，アセビ，ウスノキ，

オクノカンスゲを区分種とするスギ変群集に下位区分される。ウリハダカエデ変群集は，ブナク

ラス域下限付近の南～南西斜面でやや乾生立地に生育するブナ林である。スギ変群集は傾斜が25

～30。の急傾斜地で貧罪な岩盤地であるため10－12mの亜高木林にとどまっており，林冠もブ

ナ，ミズナラ，スギなどが混生している。スギ変群集の林床にはオクノカンスゲが特徴的に繁茂

しているQ

　マルバマンサクーブナ群集は，敦賀地区を含む若狭湾付近から北海道南端にかけての日本海に

面したブナクラス域に，自然植生として分布する。冬季に日本海を渡って湿気を多く含んだ北西

の季節風をまともに受けるが，最も発達した林分では群落高201nに達するものも少なくない。

　マルバマソサクーブナ群集の上級単位は，タムシバ，チシマザサ，アクシバ，ムラサキマユ

ミ，ハイシキミ，ハイイヌツゲを群団漂零種および区分種としてチシマザサーブナ群団Saso－

Fagion　crenataeに所属する。さらに，ブナ，ハウチワカエデ，ウスギヨウラク，クロモ

ジ，リョウブ，イワガラミ，ツクバネウツギ，ミヤマガマズミ，ヤマボウシ，ハウチワカエデ，

オオカメノキ，コシアブラ，ミヤマカンスゲなどを標外航および区分種としてササーブナオーダー

Saso－Fagetalia　crenata£Soz．Tok．！966，ブナクラスFagetea　crenatae

Miyawaki，　Ohba　et　Murase　1964に所属する。

14）　ッゲ～シロサワフタギ群落

　　　，8ω灘8而crOPゐ〃JJαvar．ノαP⑰π‘cα一8〃πμoco8　Pαπ蜘」αfα一Gese達翌schaft

　敦賀半島のサザエ岳の山頂付近の尾根筋は海風をまともにうけるため自然植生あるいは半自然

植生としてシロサワフタギ，ミズナラ，マルバマンサク，リョウブなどが優占する低木林が生育

する。この群落はシロサワフタギ，イヌツゲ，ツゲ，アセビ，ハイシキミを区分種として，ツ

ゲーシワサワフタギ群落にまとめられる。

　ツゲーシロサワフタギ群落は，群落の高さ3。5mで80％の植被率を占める低木第1層，1．5mの

高さで50％の植被率をなす低木第2層，さらに0．3mの高さで50％の植被率をなす草本層の3層

構造を形成している群落である。低木第1層はシロサワフ国争，ミズナラ，マルバマソサク，リ

ョウブ，ブナ，アオダモ，ベニドウダン，スギ，ナツツバキ，アカガシ，エゴノキ，ヤマボウシ

が生育し，低木第2層はイヌツゲ，ツゲ，アセビ，スギ，ミヤマガマズミが比較的高い植被率で

みられる他にサイゴクミツバツソジ，キンキマメザクラ，ウスノキ，クロモジ，ムラサキシキ

ブ，コハウチワカエデ，タムシバ，サルトリイバラなどと低木第1層との共通種で占められる。
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草本層は被度・群度2・3で生育するハイシキミの他に，アクシバ，シシガシラ，チゴユリなどが

生育する。

　32種を数える出現種数の多くはマルバマンサクーブナ群集の構成種と共通しており，ツゲーシ

ロサワフタギ群落はマルバマソサクーブナ群集の代償植生あるいはマルバマンサクーブナ群集の

風衝形をなす低木林と判定される。ツゲーシロサワフタギ群落はサザエ岳の海抜670mの西斜面

で調査資料が得られ，西方ケ岳など敦賀地区のブナクラス域にも生育する。
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Fig。13　ツゲーシロサワフ川洲群落断面模式
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